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１ 課題設定の理由 

  家でゴキブリを見たとき、あなたや家族はどんな反応をするだろうか。多くの人は驚いたり悲鳴

を上げたりするのではないだろうか。そんなゴキブリであるが、じっくりと観察した人はいないと

考える。ゴキブリの出現は古生代の石炭紀と考えられており、古生代の大絶滅の危機や、恐竜の絶

滅した6600万年前の隕石の衝突などを生き抜いたたくましい生命力を備えている。そんなゴキブリ

の体のつくりや習性などを解明したいと考え、この課題を設定した。 

 

２ 仮説  

 ・動く速さがとても大きいので、走る速さを計測すれば、ゴキブリに対応できるようになるのでは

ないか。 

 ・狭く暗いところに行くと、光のある方向に体が向くと考えているので、細長い筒に入れて実験を

行えば習性が見えてくるのではないか。 

   

３ 実験・研究の方法 

(1) ペットボトルでトラップを図１のように作り、ゴキブリを捕獲する。トラップを自動販売機の

裏などの狭くて暗い場所に仕掛け、数日後に回収する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図１ 

(2) 捕獲したゴキブリを水槽（縦×横×高さ＝100mm×900mm×200mm）に入れて移動する速さを計

測する。 

 

 

 

【プロジェクト：ゴキブリ捕獲のためのトラップ製作】 

○ゴキブリ捕獲のためのえさ（クモ、バッタ、ケムシ）をグラウンドで採取した。 

○トラップの製作方法 

 

 

 

 

①２Ｌのペットボトルを 

 用意する。 

②ペットボトルの上部を 

 カットする。 

③カットした部分を逆さ 

 にして取り付ける。 

④ボトルの底にえさを入 

 れ、ペットボトルの上 

 部の内側に食用油を塗 

 る。 



４ 結果と考察 

  ゴキブリが移動する速さは、4.2km/hであることが分かった。これを他の動物の速さと比べると

図２のようになる。通常、人間が歩くより速いことが分かった。ゴキブリの大きさや体のつくり、

反応の速さなどから、「ゴキブリはすばしっこい」という先入観があるが、驚くほどの速さではな

いことが分かった。 
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図２ 

 

５ まとめと今後の課題 

  今回の実験は、その試行回数が少ないことが問題であると感じる。その原因の一つに、トラップ

にあまりゴキブリがかからなかったことが挙げられる。今後は、より多くのゴキブリを捕まえられ

るトラップを考えたい。そして、ゴキブリに長距離を走らせたらどれくらい移動できるかについて

調べてみたい。室内でゴキブリを発見したとき、ゴキブリがどれだけ走り続ければおとなしくなる

のかということが分かり、その結果はゴキブリを捕獲するために有効活用できると考える。このよ

うに、ゴキブリの身体的な機能についてもっと深く研究していきたい。また、ゴキブリにとって不

慣れな環境下における生態についても研究していきたいと考えている。そのためには、まず、ゴキ

ブリは何が苦手なのかを探っていきたい。 
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